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潜水調査船「しんかい2000 」によるアカザエビの

行動観察と今後の現存量推定への応用

平本紀 久雄 ゛1

フカザエピや４パうガエモドキの生息状況および行動様式を知る目的で，I 佃6

年５月29日1こ溜水調査船「しんかい2｛X｝0」 に搭乗し，相襖i弯城が鳥沖の水深600

～320  mの海暖を約1.7km 航走し。主としてアカザエピの生鯉観察に基いて。若

干の知見を得た。

】）了カザｘビは水深340 ～320m の吹泥地帯で，４個体の生息を確認した。そ

のうちの３個体は巣穴の中Sこ．ｊ個体は巣穴から出て海底を歩行していた。

２）一つの視野内で確認された個体数は 】個体，あるいは２個体であった。

３）カタクチ４ワシを入れた餌薮|とよるフカザエビの誘集効果はみられたが。警

戒心か強い面も伺われた。

４）観察結果から。アカザエピは体を完全Ｒ:便すような巣穴をもたないと判断し

た。渊両用の水中テレビを駆使すれば，外房沖のような処女資源の現存鷽を推定す

ることが可能であろう。

OBSERVATIONS  ON THE BEHAVIOR AND  ECOLOGY  OF

THE  JAPANESE LOBSTER, METANEPHROPS  JAPONICUS,

IN SAG AMI BAY

Kikuo  HIRAMOTO

The  survey was  carried out  by  Dive 224  of the deep≫sca submersible

research velucle SHINKAI  2000 on the sea-bed of Sagami Bay at a depth of

320  m  to 600 m  on May  29,1986.

Some  behavioral and  ecological information on  the Japanese lobster,

Metantphrcps  japonicus, was obtained from  the observations made  on  the

sea-bed during the cruise for a distance of about  1.7 km  off Jogashjma.

Four  specimens of the lobster were observed during the cruise. Three

stayed witlun their burrows, while one had emerged from the burrow and was

walking on  the sea≫bed The  lobster was attracted to frozen anchovies in a

baiting experiment

As  a result of these observations, surveys using the deep≪sea towed  TV

system  show  great promise as an effective method  for quantitative study of

the virgin stock of the Japanese lobster in the waters off Boso Peninsula.
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1. はじめに

アカザエビＭｌｆ劇g鈿ｒ･ops japonicus は，外房

沖や東京湾口の大陸棚斜面の水深 ２００ ～350  m

の海底に生息し，小型漁船iととって市場価値が高

いこと もあって，きわめて魅力ある漁業資源のー

つである。すでに，静岡水試（1977 ）。 大西ら

（1977 ）， 著者ら( 1983) および三谷ら(1984

a ，１･，ｃ）などによって，本種のいくつかの生物

学的側面や，かご驫啻による試験詭業をつうじて

漁只の性能などが明らかにされてきた。

大西洋産の近緑種，ノルウェーロブスター

jVゆ加邨ｓ ・Ｑｎﾝegicus では，漁場や実験室におけ

る観察をつうじてそ の生態や行動様式などが克明

に明らかにさ れているが（Ｄyｂｅｍ and Hoisactex

1965,  Arechiga and Atkinson 197 5, Chapman.

Johnstone and Ria 1975,  Hammond and

Nay  I or 1977  .Chapman and Howard 1979,

Moller and Ｎａyloｒ1980 〕lアカザエビの行助

や生態は著者の知る限りではほとんど分っていない。

そこで，著者は深梅潜水調査船「しんヵ,い2000J

K 搭乗し。相模湾で本種と４バラガニモドキ

£1･tkodes ae卵ispinus の行動観察をする機会を得
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図1　潜航航跡および付近の海底地形

Fig.  1.  Track chart of the 224 dive observation by SHINKAI 2000
 and  the

bottom features.
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た ので。その結果を報告する。併せて今後のアカ

ザエピの現存量を把握する方法|こついて若干の考

察を行った。

本文に入る|こ先立ち，現地調査|と数々 の便宜を

与えられた海洋科学技術センター深海研究部，支

援母船「なつしま」および潜水調査船 ｒしんかい

2000」の関係者の方々|こ厚くお礼申しあげます。

また，本調査に参加する機会を与えられた千葉県

水産試験場の大澤恒紀場長|こ深謝します。

2. 謫査日，潜航海域および観察方法

「しんかい2000 」で潜水調査を実施したのは

1986 年５月２９日で，同船の潜航番号第２２４号

|と当たる。

調査地点は相模湾Ａ海面の城が島ｗｓｗ2.5マイル

沖（３５° ０６’Ｎ ・ １３９°33.r  E>で，水深602

●の海底に着底した。概ね７５°の方向へ約1.7 km

航走し，この問に観察調査を続け，水深321m で

離底した（図 １）。

潜水時間は ０９時５８分から１５時 ０５分 まで の

約５時間，海底調査は１０時 ４３分から14 時 ５２

分まで の約４時間であ･つた。



調査方法は，目視観察と ビデオカ メラおよび

３５＝一眼レフカメラによる撮影で記録した。 ま

た，アカザエピの餌による誘渠効果を調べる目的

で，金網製の３０㎝×２５㎝角の餌袋にカタクチイ

ワシ約５０尾を収容し，マニュピレーターに 挾 ん

で。海底Sこ持ち込んだ。

3｡ 観察桔果および考察

3.1　 海底状況

着底してから離底するまでの探度差は281  mも

あり，この間の航走距離は1.7 kllだったので。 は

･ゞ 睦顧斜面を駆け上がるようにして航走したこと

|こなる（図１）。底質は，平坦なところでは軟泥

|こ覆われていたが，斜面では数ｍ以上に及ぷ崖状

の起伏1て富み，このような斜面では岩磐が霸出し

ていた。海底流は，きわめて微弱と判断された。

潜水調査船のＳＴＤによる海底水温と塩分は,そ

れぞれ水深６０２ｍで5.26 ～5.45 ℃, 34.26 ～

34.44 ‰｡ 水深321m で7.42 ～7.79 ’Ｃ，34.14

～34.29 ‰であった。

なお， 海面から着底付近までの潜航中の垂直水

温は図21 こ示すように， 表面で22.3 ℃｡水深520

・で5.7 ℃を示し。 水深が増すＲ:したがって，水

温はほゞ直線的1と降温していた。

3.2　 海底航走中 の生物観察紀録の概要

潜航中および海底航走中に目視観察によって記

録できた生物群の概要は表卜 こ示すとおりである。

そのうち， 水置的に有用生物と考えられる秡類は

水深600m 層のトゲエピ，水深400m 層のタカア

シガニおよび水深３２０～340  mR のアカザエビ

であうた。

た ゞし。当初観察目的種の一つであったイバラ

ガエモドキは， 水深500 ～600m 付近にまった

く生息していなかった。

図 ２　降下時に観測された水温

Fig.  2. Vertical profile of water temperature

observed at descendi ng on May 29 ，

図３　７カザエピの推定された巣穴の構造

Fig. 3. Presumptive burrow d 昭by ａ

亅apanese lobster ，MIX四 ゆ加りs

jgj5∂ｌｌｃｌｊ.

3.3. アカザエピの行動と餌による誘集実

験

アカザエピは，水深３２０～３４０ ｍ 付近の吹泥

地帯で４個体確紹した。一つの視野で１個体，あ

るいは ２個体ずつ観察した。このことから，本種

は単独，あるいは一対で一定面積になわぱ りをつ

くっているかの，いずれかと 考えてよいだろう。
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観察した４個のうち，３個体は巣穴|と，１個体

は巣穴から出て歩行していた（写真１）。巣穴か

ら出ていた１佃体をマニ。ピレーターを使って威

嚇したところ，すぐ側の巣穴lこ潘んでいた他の１

個体も巣穴から飛び出して一緒に逃げ廁したとこ

ろをみると　アカザヱビの巣穴はノルウェーロブ

１２３



スターのような二つの入口をもつトンネル(Dybern

and Hoisater 1965) ではなく，図３に示すよ

うな一つ口の単なる洞窟かも知れない。その証拠

に巣穴に入っていたアカザエビは，すべて挾み脚

とアンテナを外郎に出していた（写真１，図３）。

また，カタクチイワシを金網の餌袋に入れて餌

付けを試みたところ，アカザエビは餌に近づき食

べようとしたが，サメが餌を襲ったために驚いて

しまい，警戒して15 分間以上も餌から約1 ｍ離

れた位置にとどまったままであった。なお，アカ

ザエピの観察地点の水温は7.48 ℃であった。

3.4. アカザエピの覆存量推定への応用

アカザエビはノルウェーロブスターと違って，

完全に姿を隠すことができる巣穴をもたないと仮

定できるので，橋本ら(  1985) が用いたような

表1　 しんかい2000 第２２４回潜航時に観察した主な生物群

Table 1. Some  organisms observed during the 224  cruise of SHINKAI  2000 on

May  29.  1986.

観察時劃 観　　　 察　　　 内　　　 容

０９：44

09 ：51

0 9:58

10 ： 37

12 ：００ヽ

１２：48

13 ：27

14 ： 10

14 ：３０～

１４：51

15 ：05

15 ：４０

ハッチ締め る

着 水

潜航開 始

150  m層付近夜光 性のプ ランクトン　 多

602  m の海底に着底す る。

付近に，トゲエ ビ２尾， クモヒトデ １尾，ソ コダラ1 尾， ミミイカ1 尾，フ

ナゴ1 尾

採 泥する｛細かい 泥｝。 視程５ ｍ，

水温　5.94 ℃

７５ °の方向 へ進む。

1 ２： ２７ 昼 食

カ タクチイワ シの餌 袋を 下ろ す。 クモヒトデ，フ ナゴが近づ く。

道 行方向　 ９０°

５1３ ｍ深， 貝般状の ものの嬢捕を 試みるが， 失敗（ きょく皮動物の殻？）

41311 深， タカア シガニ1 尾，駿 足類１尾， クモガ５1 尾

続いて タカアシガニを数尾観 察し た。

342  ｍ深, アカザエビ ３尾（す べて 巣穴にい た）

巣 から出て いたアカ ザエ ビ1 尾発 見 合計４尾

1 ４： ４３　巣穴から出て歩行中 のアカザエビを発 見，餌付 けを 試みる。 一

度餌に 近付 くが。 サメが来観したため 警戒 して， 餌から やく1 ｍ離れた位置

¦ことど まり ，様子を伺っている。マニ ュピレー ターで捕えようとしたが，失

敗した。

水温7.4  8℃

こ のアカザ エビ のすぐ側に巣穴があり， もう１尾のアカ ザエ ビが 潜んでい た。

マ ニュピレ ータで 捕えようと したときに，同時 に逃げだした。

浮 上開始

廊面に浮上した。

母船に帰還
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図 ４　 外房 沖に おけるアカザエビの椎定生息場所

Fig. 4. Presumtive  habitat (shadow) of the Japanese lobster in the waters off

Sout hern Boso  Peninsula.

深海用の水中テレビで，地表に出ている個体は勿

論のこと，巣穴に潜んでいる個体をも比較的容易

に計数が可能であろう．また．そのような事例も

ある（橋本氏の私信による）．

相模湾では乱獲の結果，すでにアカザエビを対

象にした深海えび籠漁業は危機に瀕しているらし

い（清水ら1984)  . そこで，アカザエビの生息

が確認されてはい るが．未だほとんど未利用資源

のまゝ残されている外房沖で( 図4)  . 漁業が着

業する以前に上記のような手段で水深200～350

m 海区のアカザエビの現存量を推定してみようと

考えている．
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ｏ･le 球ｓyed 、ｖ:1111n itｓ burrow.
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